
朱春紅准教授ら繊維状圧力センサーの新機構を開発 ～部分的圧縮で抵抗が増
加する革新的ファイバー～ 

 
信州大学大学院総合医理工学研究科博士課程 2年の陳子煒さん、信州大学学術研究院

繊維学系の朱春紅准教授（繊維学部先進繊維・感性工学科、信州大学 Rising Star 教

員）らの研究チームは、部分的な圧縮によって電気抵抗が増加する新しい繊維状圧力

センサーを開発しました。本研究成果は国際学術誌 Advanced Materials に掲載され

ました【DOI: 10.1002/adma.202509631】。 

背景： 

圧力センサーは柔軟電子デバイスやウェアラブル機器に不可欠な要素ですが、従来の

フィルム型やエアロゲル型に比べ、繊維一本で構成される圧力センサーはほとんど報

告がありません。従来設計では圧縮時に抵抗が減少するため、部分的な圧縮では信号

が得にくいという課題がありました。 

研究成果： 

研究チームは、酸化チタン（TiO2）、グラフェンナノプレートレット（GNPs）、熱可

塑性ポリウレタン（TPU）を組み合わせ、多層構造を持つ同軸湿式紡糸ファイバー

（TGTMW ファイバー）を作製しました。このファイバーは圧縮されると内部壁に

微細なひび割れが生じ、抵抗が上昇するという従来と逆の挙動を示します。 

本センサーは、軽い指先タッチ（0.8N程度）でも大きな信号を発する高感度を有し、

3200回以上の繰り返し使用にも耐えることが確認されました。 

応用可能性： 

TGTMW ファイバーは、以下のような応用実験を実施し、対応できることが確認で

きました。 

リモートモーションセンシング：Bluetooth を用いて衣服に装着し、足の動きや手の

握力をリアルタイムに検出。 

押す／なぞる動作の識別：3 本のファイバーを並列配置し、高速データ処理によって

「押す」と「スライド」を高精度に区別。 

マルチチャンネル圧力アレイ：3×3 のセンサー配列を構築し、CNN ベースの機械学

習で 12種類の圧縮モードを 99.6%の精度で識別。 

これにより、電子皮膚や極限環境でのヒューマン‒マシンインターフェースなど、従

来技術では難しかった応用が可能になると期待されます。 



 

EurekAlert!にも本記事が掲載されています（https://www.eurekalert.org/news-

releases/1095910）。 
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